
 

 

 

～ＰＴＡ 第２回進路講演会～ 

12 月 11 日（木）に、ＰＴＡ主催の第２回進路講演会が行われました。 

講師に、特定非営利活動法人くらしえん・しごとえん 代表理事 鈴木修様をお招きし、『働くために必

要な力や卒業後の生活の変化について』をテーマに学校生活と社会生活との違いや社会に出てからの子ど

もの変化、そのときの親としての捉え方、働き続けるために必要なことなど、数多くの有用なお話をいただ

きました。以下は、講演の中で提示されたスライドの一部抜粋や講演の内容をお伝えします。 

 

 

〇職場で大切なことは配慮してもらうことではなく、必要な環境を調整してもらうための本人と事業所 

(職場)の話し合いの過程が大切。また、そのときに間に入ってもらえるサポートを作っておくことも大 

切。(福祉事業所なら計画相談事業所、企業なら就業・生活支援センターだんだんなど。) 

 

 〇卒業後に教育から労働へ変わることで大きく環境が変わる。(下記図) 

今までは様々な人が本人に向けて支援をしていたが、働くことは仕事達成に向かってみんなが進んでい

く向きに変わっていく。(特に企業は利益をもとに活動している。) 

 

 〇卒業後の生活の違いで上手くいかないことは当たり前。失敗経験をもとに学んでいくことが大切。 

  働く中での課題や失敗をどう改善していくか、どう周りを頼っていくかなどの力が大切。 

  

 〇仕事は楽しいだけではなく、大変なもの。大変だけどやりがいがある、働いて稼いだお金で好きなこと

をするなど、働く意味を本人が考えて進路を決めたり、日々に取り組んだりする力が大切。 

 

 〇保護者ができること、できないことを明確に。家庭は「ほっと」する場。「良
い

い加減
か げ ん

」をみつける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の講演会には、小・中・高合わせて 42名の保護者の参加がありました。 

講演会では、代表保護者の方より、働き続けるために他者や地域とつながっていくことの大切さや子ども

の将来について「良い加減」を見つけて将来に向けて取り組んでいきたい等の感想が聞かれました。御参加

いただき、誠にありがとうございました。 
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～高等部 １年生 「職場実習」の報告～ 

職場実習とは 

一定期間、企業や福祉施設で実際に仕事や日中活動を行う学習です。 

今回実習を決めるまでに大変だったことや１年生が実習で学んだことや大切だと言われたことを紹介し

ます。 

はじめての職場実習に向けて・・・ 

① 職場実習はどこへ行ったらいいのだろう・・・。 

・はじめての職場実習でこの悩みをもつ本人、保護者が多いです。高等部の授業で職場見学や働くために 

必要な力、どんな職種や事業所があるか学習し、面談等で本人、保護者、担任等と一緒に考えていきま

す。ですが、一番大切なのは本人の気持ちです。そこを考えるために本人、保護者が積極的に動き、高

１の夏休み等で事業所見学やジョブフェア(企業説明会)に参加し、考えていくことが大切です。 

 

② はじめての実習でうまくやれるのか心配 

・生徒にとって、普段とは違う場所で、教員ではない事業所の方と仕事や日中活動に取り組むということ 

は、緊張や戸惑いを覚えます。１年生の実習では卒業後の生活や働くことをイメージすることが目的で 

す。学校生活との違いや今後必要となる力や課題を明確にし、今後の学校生活を行っていきます。 

 

③ 保護者の理解、協力がとても大切 

・生徒にとってのはじめての職場実習ですが、保護者の方も不明な点や不安になることがあると思います。

実習の流れや不明な点を担任と確認し、安心して進めていくことが大切です。また、保護者の参加 

協力が必要な場面も多いです。来年度も保護者を対象に進路を考える場としてＰＴＡ進路講演会の実

施を検討していますのでぜひ、御参加ください。 

職場実習で学んだこと 

〇話を聞くときには、手を止めて話を聞くこと。話を聞く姿勢や態度が大切。 

〇時間いっぱい集中して作業に取り組むこと。最後まで仕事に取り組む体力を身に付ける。 

〇自分から挨拶をすること。元気な挨拶をすることで実習先の方とコミュニケーションを円滑にすること

ができる。 

〇落ち着いて過ごすこと。好きな活動や得意な作業に取り組んで過ごすことができる。 

〇相手の言葉掛けに対して返事をすること。分かっているのか、分かっていないのかを伝えることができる。 

〇ミスがないかを確認すること。自分で確認をしてから報告をすることができる。 

 

実習を通して、出てきた課題はすぐに解決できることではありません。日々の積み重ねが大事です。学校

での学習を積み重ねていくことはもちろんですが、家庭で基本的な生活習慣を身に付けたり、役割を継続し

て行うことができる力を身に付けることも大切です。今後も学校と家庭で連携し、本人の将来に向けて小学

部や中学部のときから力を積み重ねることで、自分らしく生きる力を付けていきたいと思います。 

 

本校 2 階の渡り廊下に職場実習報告書が掲示してあります。報告書には、実習先・仕事内容・目標・実習

を終えての成果(頑張ったこと)、課題が書かれています。ぜひ、御覧ください。 


